










































































































































































Ａ）テレビを見る時間 ９．３ ２５．９ ６３．０ ０．０ １．９
Ｂ）チャンネルを切替えながら視聴 １８．５ ４０．７ ４０．７ ０．０ ０．０
Ｃ）計画的に番組を視聴 ５．６ ２７．８ ６６．７ ０．０ ０．０
Ｄ）好きなチャンネルだけ視聴 １３．０ ２５．９ ５７．４ ３．７ ０．０
Ｅ）一人でテレビを視聴 １１．１ １６．７ ７２．２ ０．０ ０．０
Ｆ）映画館に出かける回数 １．９ ０．０ ８８．９ ３．７ ５．６
Ｇ）レジャーで外出する回数 ０．０ ０．０ ９８．１ １．９ ０．０
Ｈ）家族と会話する時間 １．９ １．９ ９４．４ １．９ ０．０










































Ａ） テレビを見る時間 ０．０ １．０ ６０．４ ２２．８ １５．８
Ｂ） 新聞を読む時間 ０．０ ２．０ ７８．２ ５．９ １３．９
Ｃ） 本や雑誌を読む時間 ０．０ ２．０ ６６．３ １９．８ １１．９
Ｄ） 映画館に出かける回数 １．０ ５．０ ８１．２ ５．９ ６．９
Ｅ） レジャーで外出する回数 ０．０ ２．０ ８７．１ ９．９ １．０
Ｆ） 家族と会話する時間 ０．０ ２．０ ９２．１ ４．０ ２．０
Ｇ） 電話で話す時間 ０．０ ０．０ ５７．４ ２６．７ １５．８
Ｈ） 睡眠時間 ０．０ ０．０ ７２．３ ２３．８ ４．０
表２ インターネット導入による影響 （単位：％）
（７３）３０
４．今後の分析について
前項で試みた分析では，新規テレビメディアとインターネットがそれ
ぞれ他の行動に影響を与えている様子がうかがえたが，その影響の仕方
についてはケーブルテレビなどとインターネットとでは相違点が見られ
た。
すなわち，新規テレビメディアもインターネットも睡眠時間を減少さ
せるという点では共通しているのであるが，新規テレビメディアの導入
はテレビの視聴時間を増やす方向で影響しているのに対して，インター
ネットはテレビ視聴時間を減少させる方向の影響をもたらしているので
ある。さらにインターネットは，テレビだけでなく新聞や本や雑誌など
の他のマスメディアに充てる時間，電話などのパーソナルなコミュニ
ケーションに充てる時間をも減少させるという傾向がうかがえた。
このように，ケーブルテレビなどの新規テレビメディアとインター
ネットとでは，既存のメディア接触行動や生活行動に対して微妙に異な
る影響をもたらすという分析結果となっていたわけであるが，本稿では
これらのメディアの相乗効果についてまでは十分な検討ができなかった。
例えば，新規テレビメディアにもインターネットにも加入した人が他の
メディア接触行動や生活行動の時間をどのように変えるのか，といった
ことについては，新規テレビ加入とインターネット加入とを組み合わせ
た新しい変数を独立変数とした分析の視点が必要となろう。
また今回の調査では，携帯電話がメディア接触行動時間や生活行動時
間にもたらす影響については，分析するための質問を設けなかった。こ
れは，テレビ視聴やインターネット利用が自宅などの屋内で，固定され
た機器を利用して行われることが多いのに対して，携帯電話は基本的に
は屋外や移動中に利用するものという相違から，ケーブルテレビやイン
ターネットなどと同様の比較が困難ではないかという理由に基づくもの
であったが，昨今の携帯電話はメールやコンテンツの利用ができる点で
はインターネットと同等の機能を有しているし，２００３年にはテレビを受
信できる携帯電話が登場している。また地上デジタルテレビによっても
携帯電話向けサービスが提供できるようになりつつあり，新規テレビメ
ディア，インターネットに加えて携帯電話の３メディアが相互にどのよ
２９（７４）
うな影響を利用者に与えるのかという分析の必要性が増してくるものと
考えられる。調査では，それぞれのメディアの利用程度（時間や頻度），
各メディアへの態度や評価，情報パーソナリティなどについても質問を
設けており，今後は各メディアの利用程度を組み合わせたメディア利用
パターンを新しい変数として生成し，この利用パターンと各メディアへ
の態度や評価，情報パーソナリティなどとの関連について分析を深めて
いきたい。
注
１） 本研究は，平成１５年度文芸学部国内研修の一環として行った「情報意識
とメディア利用に関する調査」の概要をとりまとめたものである。
２） 電気通信事業者協会（TCA）によれば，２００４年１月の時点で携帯電話の
加入件数が80,128,000件となり，８０００万件の大台にのった。さらに，この
うちの IP接続数も２００４年４月には７０００万件を超えている。
（http : //www.tca.or.jp/japan/database/daisu/index.html）
（７５）２８
